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職務にふさわしい賃金と長時間過密労働の解消を求める

小
倉
陸
軍
造
兵
廠

技
能
者
養
成
所
③

（
小
倉
北
区
）

技
能
者
養
成
所
の
施
設

は
日
豊
線
を
挟
ん
で
白
銀

と
東
篠
崎
（
小
倉
北
区
）

に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

１
９
４
８
年
の
空
中
写
真

で
は
校
舎
、
寮
、
実
習
工

場
と
思
わ
れ
る
建
物
が
確

認
で
き
ま
す
。

終
戦
後
、
造
兵
廠
本
部

が
連
合
軍
に
接
収
さ
れ
た

た
め
、
白
銀
の
校
舎
に｢

陸

軍
小
倉
造
兵
廠
残
務
整
理

部｣

が
設
置
さ
れ
、
職
員
の

復
員
、
債
権
債
務
の
精
算
、

資
材
の
売
却
、
連
合
軍
か

ら
の
照
会
へ
の
対
応
な
ど

に
従
事
し
ま
し
た
。

白
銀
の
施
設
は
、
校
舎

の
部
分
に
53
年
貴
船
小
学

校
が
開
校
し
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
翌
年
に
完
成

し
た
講
堂
は
技
能
者
養
成

所
の
既
存
建
物
を
改
造
し

た
も
の
で
し
た
。
ま
た
寮

の
部
分
は
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
、
住
宅
地
等
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
と
貴
船
小
学
校

の
境
界
付
近
の
道
路
に

「
陸
共
」
と
刻
ま
れ
た
境

界
柱
が
一
本
残
っ
て
い
ま

す
。東

篠
崎
の
施
設
は
、
国

鉄
の
鉄
道
教
習
所
、
私
立

高
校
、
国
鉄
社
宅
等
を
へ

て
現
在
は
商
業
施
設
、
住

宅
地
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

誰
も
が
経
験
や
働
き
に
見
合
っ
た
待
遇
と
な
る
こ
と
が
大
切

北
九
州
市
は
、
２
０
２
４
年
９
月
25
日
の
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
い
て

２
・
０
７
％
の
給
与
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
引
き
上
げ
で
は

物
価
高
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
年
齢
が

上
が
る
に
つ
れ
て
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
少
な
く
な
る
と
い
う
大
き
な
問
題

も
あ
り
ま
す
。

給
与
の
試
算
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題

点
民
間
企
業
の
労
働
組
合
で
は
、
現
在

会
社
に
対
し
要
求
書
を
提
出
し
、
３
月

上
旬
（
全
国
労
働
組
合
総
連
合＝

全
労

連
の
場
合
、
一
斉
回
答
日
は
３
月
12
日
）

の
回
答
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い

で
す
。
24
年
度
、
大
手
企
業
の
労
組
で

は
５
％
以
上
の
賃
上
げ
を
獲
得
し
ま
し

た
。
北
九
州
市
で
は
、
24
年
９
月
25
日

の
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
い
て
２
・

０
７
％
の
給
与
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま

し
た
。
再
任
用
教
職
員
を
除
く
小
学
校
・

中
学
校
の
教
諭
は
、
平
均
４
・
８
５
％

（
１
万
５
５
１
３
円
）
と
大
綱
に
示
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
綱
を
も
と
に
、
４

年
生
大
学
卒
業
の
新
規
採
用
23
歳
（
２

級
17
号
俸
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
毎
年

４
号
俸
ず
つ
給
与
が
ア
ッ
プ
し
て
い
く

仮
定
で
、
定
年
ま
で
の
各
年
齢
の
毎
月

の
給
与
の
額
を
試
算
し
て
み
ま
し
た
。

こ
こ
で
注
目
し
て
ほ
し
い
の
は
、
改

定
後
の
給
与
に
占
め
る
改
定
額
で
す
。

確
か
に
若
年
層
は
大
幅
改
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
給
与
表
に
よ
る
と
、

平
均
４
・
９
％
増
と
な
る
の
は
35
歳
、

42
歳
以
降
は
２
％
増
に
も
届
か
な
い
状

況
で
す
。
家
庭
を
持
ち
、
子
ど
も
の
教

育
費
な
ど
家
計
へ
の
負
担
が
増
え
る
場

合
が
多
い
中
高
齢
層
の
給
与
の
上
昇
は

無
い
に
等
し
い
状
況
で
す
。
詳
し
い
デ
ー

タ
は
全
教
北
九
州
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

給
与
構
造
改
革
の
影
響

こ
の
よ
う
な
給
与
体
系
と
な
っ
た
の

は
、
２
０
０
６
年
か
ら
始
ま
っ
た
給
与

構
造
改
革
が
大
き
な
原
因
で
す
。

こ
の
改
革
は
、
地
方
の
民
間
賃
金
と

比
べ
て
国
家
公
務
員
の
給
与
が
高
い
と

い
う
理
由
で
平
均
４
・
８
％
給
与
を
切

り
下
げ
、
地
域
手
当
の
比
重
を
増
す
、

さ
ら
に
年
功
的
な
給
与
上
昇
を
抑
制
し

職
務
・
職
責
に
応
じ
た
俸
給
構
造
に
転

換
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
高
齢
層
は
７
・
０
％
の
削
減
と
な
り

ま
し
た
。

教
員
の
特
異
な
給
与
体
系

一
般
の
地
方
公
務
員
（
行
政
職
）
は
、

１
級
職
（
係
員
19
・
４
％
）
で
採
用
さ

れ
、
２
級
（
主
事
・
主
任
27
・
２
％
）

試
験
を
受
け
そ
れ
以
降
は
、
３
級
（
主

査
21
・
２
％
）
、
４
級
（
係
長
21
・
２

％
）
５
級
（
課
長
８
・
１
％
）
６
級

（
部
長
２
・
０
％
）
と
昇
進
し
、
そ
れ

に
伴
っ
て
新
た
な
給
与
表
が
適
用
さ
れ

給
与
が
上
昇
し
ま
す
。

（
２
面
に
続
く
）

Webでお見積

定年（再任用）までの年齢ごとの給与試算
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初
日
の
全
体
会
で
は
ま
ず
「
大
丈

夫
？
心
と
身
体
～
メ
デ
ィ
ア
社
会
の

中
で
～
」
と
題
し
た
、
糸
数
智
美
さ

ん
（
ど
ん
ぐ
り
子
ど
も
診
療
所
の
小

児
科
医
、
宮
崎
県
メ
デ
ィ
ア
安
全
指

導
員
）
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

糸
数
さ
ん
は
、
心
の
発
達
に
は
適

切
な
時
期
と
積
み
重
ね
が
必
要
で
、

乳
幼
児
時
期
に
「
基
本
的
信
頼
感
、

自
律
心
、
積
極
性
・
自
発
性
と
良
心
」

を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
発
達

の
土
台
と
な
る
。
こ
の
時
期
に
安
易

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
な
ど

を
与
え
る
ま
た
は
視
聴
さ
せ
る
こ
と

が
発
達
を
阻
害
す
る
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
後
（
高
齢
者
ま
で
）
も
含
め
て

心
身
へ
の
影
響
を
医
師
と
し
て
デ
ー

タ
を
示
し
な
が
ら
お
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
利
用
す
る

ス
マ
ホ
で
す
が
、
正
し
い
使
い
方
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
依
存
症
の
中
で

最
も
誰
も
が
陥
り
や
す
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

講
演
に
対
す
る
質
問
・
意
見
交
換

の
あ
と
、
教
育
を
め
ぐ
る
情
勢
と
し

て
、
全
教
（
全
日
本
教
職
員
組
合
）

か
ら
第
２
１
７
国
会
で
審
議
さ
れ
る

給
特
法
改
正
案
に
つ
い
て
政
府
の
主

張
と
全
教
の
要
求
案
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
四
つ
の
分
科
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
教
北
九
州
か
ら
は

2
つ
の
分
科
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

生
活
と
権
利
・
勤
務
労
働
条
件
、
デ

ジ
タ
ル
教
育
、
定
数
問
題
、
学
校
統

廃
合
、
地
域
の
方
と
の
交
流
で
初
め

て
知
っ
た
校
区
の
戦
争
被
害
な
ど
多

彩
な
内
容
の
報
告
で
し
た
。

▼
教
組
共
闘
連
絡
会
議

教
組
共
闘
連
絡
会
議
は
、
立
場
の
違

い
を
超
え
て
一
致
で
き
る
課
題
に
つ

い
て
と
も
に
学
び
行
動
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
全
国
組
織
で
す
。
全
国

規
模
の
行
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

各
地
方
ご
と
の
学
習･

交
流
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

違
い
が
あ
っ
て
も
共
に
手
を
と
り
合
う

２
／
23
～
24

｢

教
組
共
闘
九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流
集
会
」

2
月
23
日
（
日
）
24
日
（
月
祝
）
に
宮
崎
県
え
び
の
市
で
、
教
組

共
闘
九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交
流
集
会
（
主
催
・
教
組
共
闘
九

州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
議
）
が
あ
り
、
立
場
の
違
い
を
こ
え
て

九
州
沖
縄
各
地
か
ら
参
加
者
が
つ
ど
い
ま
し
た
。

（
１
面
か
ら
の
続
き
）

と
こ
ろ
が
教
員
は
１
級
は
講
師
、

２
級
が
教
諭
（
86･

３
％
）
、
特
２

級
は
指
導
教
諭･

主
幹
教
諭
（
４
・

６
％
）
、
３
級
は
教
頭
（
５
・
４
％
）
、

４
級
は
校
長
（
３
・
７
％
）
で
す
。

２
級
の
教
諭
は
、
給
与
の
構
造
改

革
で
年
齢
と
経
験
を
重
ね
て
も
給
与

が
低
く
抑
え
ら
れ
、
行
政
職
の
よ
う

に
昇
進
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い

極
め
て
特
殊
な
職
な
の
で
す
。
さ
ら

に
、
長
時
間
過
密
労
働
に
よ
り
深
刻

な
人
手
不
足
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
中
教
審
（
中
央
教
育
審
議

会
）
は
給
特
法
改
定
な
ど
を
含
む
答

申
を
お
こ
な
い
、
今
年
の
通
常
国
会

（
第
２
１
７
国
会
）
で
34
年
ぶ
り
と

な
る
給
特
法
改
正
が
議
論
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
時
間
過
密
労
働
の
抜
本
的
解
消
に

背
を
向
け
る
給
特
法
改
定
案

２
月
７
日
、
石
破
内
閣
は
給
特
法

改
定
案
等
に
つ
い
て
閣
議
決
定
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
改
定
案
は
、
中
教

審
答
申
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
そ
の

内
容
は
、
教
職
調
整
額
を
若
干
増
額

す
る
一
方
で
、
残
業
代
を
支
払
わ
ず
、

新
た
な
職
（
主
務
教
諭
）
を
創
設
す

る
な
ど
職
場
に
分
断
と
混
乱
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
。
全
教
（
全
日
本
教

職
員
組
合
）
と
全
教
北
九
州
は
、
こ

の｢

改
定｣

案
は
深
刻
な
長
時
間
過
密

労
働
の
抜
本
的
解
消
に
背
を
向
け
て

お
り
、
職
場
の
現
実
と
教
職
員
の
思

い
を
顧
み
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
全
教
中
央
執

行
委
員
会
声
明｢
こ
れ
で
は
学
校
が

も
た
な
い
！
︱
第
２
１
７
国
会
に
提

出
さ
れ
る
給
特
法
等
改
定
法
案
に
つ

い
て
︱｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
職
員
が
安
心
し
て
長
く
働
き
続
け

ら
れ
る
労
働
環
境
の
実
現
と
十
分
な

収
入
の
保
障
を
求
め
る

全
教
北
九
州
は
、
「
教
職
員
の
職

務
に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金
改
善
を
！
長

時
間
過
密
労
働
を
解
消
し
、
健
康
で

い
き
い
き
と
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
！
」

（
全
教
北
九
州
第
17
回
定
期
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
）
の
推
進
・
実
現
を
目
指

し
て
運
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
春
闘
で
も
、
教
職
員
が
安

心
し
て
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働

環
境
の
実
現
、
十
分
な
収
入
の
保
障

を
求
め
て
求
め
て
北
九
州
市
・
市
教

育
委
員
会
と
の
交
渉
に
臨
み
ま
す
。

行政職と教員の職務の級ごとの構成比率（%）

２
月
24
日
（
月
祝
）
東
京

都
内
で
「
語
ろ
う
、
子
ど
も

と
教
育
︱
参
加
と
共
同
の
学

校
づ
く
り･

教
育
課
程
づ
く

り
交
流
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

全
教
北
九
州
か
ら
２
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
久
保
田
貢
さ

ん
（
愛
知
県
立
大
学
教
育
福

祉
学
部
教
授
）
が
「
戦
後
80

年･

憲
法
施
行
78
年
に
考
え

る
」
と
題
し
、
憲
法
の
原
則

を
確
認
し
、
学
習
指
導
要
領

の
歪
み
、
こ
れ
か
ら
実
施
さ

れ
る
改
訂
を
ど
う
考
え
る
か

と
い
う
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
組
合
員
は
、
忙

し
さ
に
流
さ
れ
、
目
の
前
の

事
を
こ
な
し
て
い
く
日
々
の

中
で
な
か
な
か
学
習
指
導
要

領
の
こ
と
を
考
え
る
時
間
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
争

の
こ
と
、
憲
法
の
こ
と
を
踏

ま
え
た
久
保
田
先
生
の
話
を

聞
き
、
学
習
指
導
要
領
が
い

か
に
歪
ん
で
い
る
の
か
が
理

解
で
き
、
改
訂
に
向
け
ど
う

考
え
る
の
か
を
考
え
る
よ
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。
他
の

先
生
方
に
伝
え
て
行
こ
う
と

思
い
ま
す
。
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

語ろう、子どもと教育
2/24 語ろう､子どもと教育
―参加と共同の学校づくり･教育課程づくり交流集会


